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■  技術概要

危険運転予防意識判定システム

自動車業界、自動車による運送業界、タクシー業
界、トラック業界、自動車教習所

本発明の目的は、自動車運転者の危険運転を予防する意識の度合を判定して危
険運転を未然に防止しようとするものである。

本発明によれば、自動車運転者の危険運転を予防する意識の度合が判定できる
ので、危険運転を未然に防止できる。またその判定結果は機械的に出されるので、
危険運転予防意識の低い運転者にも説得力をもって注意を喚起することができる。

自動車事故が発生し易い交差点などの危険箇所に進入する際に、運転者の危険
予防動作が行われたか否か、具体的には頭部を左右に向けて視覚による交差点
の状況を確認したかとか、アクセルペダルから足を離して危険箇所への対応ができ
ていたかどうかを検出して運転者の危険運転に対する予防意識を判定し、その結
果を表示したり記録したり、或いは運転者に警報を発したりする。


